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第１章 アンケート実施概要 

 

実施場所： 県立相模原公園 芝生広場(森の木展望台付近) 
 

実施期間： 令和5年11月1日～11月12日 (12日間) 

※「県立相模原公園 だれもが一緒に遊べる遊具の体験会」開催期間 
 

調査目的： 遊具体験会に来場した子どもやその保護者の皆様から、実際に遊具で遊んだ感

想や意見を集め、今後の設計検討に活かすため。 
 

調査内容： ① WEBアンケート  ②遊具人気投票 

 

 

調査① WEBアンケート 

調査手法：タブレット端末（アンケート用紙併用） 

対 象 者： 体験会に来場した親子 

※初回来園時のみ・家族もしくはグループ単位 

回 答 数： 990件   

設問概要： 属性について 

問1 居住地          問2 子どもの年齢と人数 

問3 子どもの障がいの有無   問4 子どもの障がいの種類 

遊具体験会の感想、意見 

問5 体験会の感想       問6 誰もが遊べる遊具を使用した感想 

問7 誰もが遊べる遊具としてよいと感じた遊具 

問8 誰もが遊べる遊具として欲しい遊具 

今後の広場整備への要望 

問9 遊具整備にあたっての配慮事項  問10 求める遊びの要素 

問11 遊具以外の配慮事項    問12 その他自由意見 

 

調査② 遊具人気投票 

調査手法： 楽しかった遊具に１人３つ、シールで投票（シールは年代別に色分け） 

※シール色： ３歳未満 ３歳以上～未就学児 小学生(1～3年) 

小学生(4～6年) 中学生以上 

※対象遊具 15基 

対 象 者： 体験会に来場した子ども 

※初回来場に限らず、体験会に来ていただく度に投票。 

※幼稚園や支援施設などの団体利用の皆様にも投票していただいた。 

回 答 数： 4811票(約1,600人分) 
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■アンケート(WEB版) 

遊具体験後、タブレット端末を用いて回答をしていただいた。 

回答画面(抜粋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

アンケート回答状況 

 

 

 

 

 

  

自由回答はスマホと同じ 

フリック入力により 

入力操作を簡便化 
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■アンケート(紙版) 
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■体験会の遊具一覧 
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第２章 アンケート調査結果 

 

2.1 回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

・全体では、相模原市内の家族（グループ）が約７割であり、市外、県外からも 

多数来場している。 

・障がいのある子を同伴したご家族（グループ）も、市内だけでなく、市外、県 

 外からも来場していただいた。 

 

■全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障がいのある子を同伴した家族（ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

 

 

 

 

 

 

 

  

南区, 

34%

中央区, 

36%

緑区, 7%

相模原市外

で県内, 

18%

神奈川県外, 5%

南区, 

40%

中央区, 

26%

緑区, 

6%

相模原市外

で県内, 

18%

神奈川県外, 

10%

問１．お住まいの地域を教えてください。(選択制)

1. 南区   ２． 中央区  ３． 緑区  ４． 相模原市外で県内  ５． 神奈川県外 

                          (市町村名：        )  (都道府県名：       )

回答数 比率

南区 398 40%

中央区 256 26%

緑区 55 6%

182 18%

99 10%

990 100%

相模原市内

神奈川県外

相模原市外で県内

回答総計

n=990(全体)

4.相模原市外 5.神奈川県外

大和市 10 東京都 3
座間市 4 愛知県 1
横浜市 1 北海道 1
茅ヶ崎市 3
秦野市 1
平塚市 2

4.相模原市外 5.神奈川県外
大和市 37 伊勢原市 3 東京都 85
座間市 39 小田原市 1 埼玉県 2
横浜市 21 鎌倉市 1 愛知県 2
海老名市 13 松田町 1 茨城県 1
厚木市 12 綾瀬市 1 山梨県 2
川崎市 8 滋賀県 1
愛川町 6 秋田県 1
茅ヶ崎市 6 静岡県 1
平塚市 4 千葉県 2
藤沢市 3 日野市 1
秦野市 3 北海道 1

n=129 

回答数 比率

南区 44 34%

中央区 46 36%

緑区 9 7%

23 18%

7 5%

129 100%

相模原市内

相模原市外で県内

神奈川県外

回答総計

72％ 

77％ 



県立相模原公園「だれもが一緒に遊べる遊具の体験会」アンケート結果 

6 

 

 

 

 

 

 

 

・一般的な遊具の対象年齢である３歳から12歳の子は、約７割となっている。 

・年代別にみると、３歳～未就学児の子が最も多く来場し、次いで３歳未満の子

か多く来場している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障がいのある子を同伴した家族（グループ）は約１割であった。 

 

 

 

 

  
はい, 

13%

いいえ, 

86%

無回答, 1%

3歳未満, 

30%

3歳～未就学児, 

45%

小学生(１～３年), 

16%

小学生(４～６年), 

5%

中学生, 2% 高校生以上, 2%

問2．同伴されているお子さんの年齢をそれぞれ教えてください。 (選択制)

1人目     ２人目     ３人目     ４人目以降     

  ① ３歳未満          ② ３歳以上～未就学児    ③ 小学生(１～３年) 

  ④ 小学生(４～６年)     ⑤ 中学生             ⑥ 高校生以上 

※保育園などの団体は含んでいない。 

問3．同伴されているお子さんのうち、障がいのあるお子さんはいらっしゃいますか。 

1.はい        ２．いいえ

n=1,583

n=990

66％ 

3歳未満 479 30%

3歳～未就学児 711 45%

小学生(１～３年) 254 16%

小学生(４～６年) 83 5%

中学生 25 2%

高校生以上 31 2%

無回答 13 1%

回答総数 1,596 101%

子どもの総数(無回答抜き) 1,583 100%

比率回答数

回答数 比率

はい 129 13%

いいえ 848 86%

無回答 13 1%

回答総数 990 100%
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・障がいのある子は子どもの参加者の約１割であった。 

・障がいの種類は、「知的障がい」、「発達障がい」、「肢体不自由」が多い。 

・年代別では、３歳から未就学児が最も多く、約５割であった。 

 

 

 

 

■障がいの種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障がいのある子の年代別の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3歳未満, 4%

3歳～未就学児, 

46%

小学生(１～３年), 20%

小学生(４～６年), 12%

中学生, 9%

高校生以上, 5%

問4．お子さんの障がいについて、選択肢の中からあてはまる番号をご記入ください。 

(複数選択可)

1人目     ２人目     ３人目     ４人目以降     

１. 知的障がい   2. 精神障がい   3. 発達障がい         4. 肢体不自由

5. 視覚障がい   6. 聴覚障がい   7. 音声・言語機能障がい   8. 内部障がい 

9. その他（                                      ） 

様々な種類の障がい、年代の子に多数参加していただいた。 

49%

4%

46%

17%

1%

6%

4%

1%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がい

精神障がい

発達障がい

肢体不自由

視覚障がい

聴覚障がい

音声・言語機能障がい

内部障がい

その他

3歳未満 6 4%

3歳～未就学児 64 46%

小学生(１～３年) 28 20%

小学生(４～６年) 17 12%

中学生 13 9%

高校生以上 7 5%

無回答 3 2%

回答総数 138 100%

障がいのある子の総数 138 100%

回答数 比率

n=138

その他の障がい

自閉症スペクトラム

ダウン症

ADHD

回答数 比率

知的障がい 68 49%

精神障がい 5 4%

発達障がい 63 46%

肢体不自由 24 17%

視覚障がい 1 1%

聴覚障がい 8 6%

音声・言語機能障がい 5 4%

内部障がい 2 1%

その他 5 4%

回答数合計 181 131%

障がいのある子の総数 138 100%
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2.2 遊具体験会の感想、意見 

 

 

 

 

 

・97％が体験会に満足しており、「不満」とした回答者はいなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体では、約９割の子が体験会を楽しんでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても満足, 

64%

概ね満足, 

33%

やや不満, 1% 無回答, 2%

問5．本日の体験会はいかがでしたか。満足度を教えてください。 

1. とても満足     ２． 概ね満足     ３． やや不満    4. 不満 

問6．同伴されているお子さんは楽しく遊べていましたか？ 

    それぞれのお子さんについて、選択肢から該当する番号を１つ記入してください。 

1人目     ２人目     ３人目     ４人目以降     

①とても楽しんでいた  ②楽しんでいた  ③あまり楽しめなかった  ④楽しめなかった

n=990

97% 

とても楽しんで

いた, 66%

楽しんでいた, 

30%

あまり楽しめなかった, 3%

楽しめなかった, 1%

無回答, 1%

回答数 比率

とても満足 636 64%

概ね満足 325 33%

やや不満 11 1%

不満 0 0%

無回答 18 2%

総数 990 100%

人数計 比率

とても楽しんでいた 1,046 66%

楽しんでいた 468 30%

あまり楽しめなかった 44 3%

楽しめなかった 15 1%

無回答 20 1%

子どもの総数 1,583 100%

n=1,583

96％ 
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問６続き 

 

・障がいのある子もその他の子も９割以上の子が体験会を楽しんでいた。 

・「とても楽しんでいた」の割合を年代別にみると３歳～未就学児が約８割で最も

高くなっており、年齢が上がるにつれて割合が減っている。 

・自由回答では、楽しんでいた理由として「笑顔だった」「気に入った遊具があっ

た」「障がい児専用時間があった」などがあり、楽しめなかった理由として「子

の年齢に合わない」「体幹が弱い子には難しい」などが見受けられる。 

 

 

■障がいのある子とその他の子の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■障がいのある子 ■その他の子 

n=138 n=1455

92% 95% 

■年代別 

※整数表示しているので、割合の総数は必ずしも100％になりません。 

■3歳未満(n=479) ■3歳～未就学児(n=711) ■小学生 1年～3年(n=254) 

■小学生 4年～6年(n=83) ■中学生の障がい児(n=13) ■高校生以上の障がい児(n=7) 

無回答 1% 無回答 1% 
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問６の自由回答 (体験会の満足度についての理由や意見) 

「とても楽しんでいた、楽しんでいた」の回答者の意見(n=583) 

 

「楽しかった」と答えていただいた意見 

 夢中になって遊んでいた。 

 子どもの笑顔が見られたから。一生で一回の笑顔だった。 

 帰りたくないと泣かれました。 

 健常児とも楽しく遊んでいた。 

 何回も繰り返し遊んでいた。 

 子供達が楽しいと言いながら終始笑顔だった。 

 

「遊具」についての意見 

 大人、兄弟、友達と一緒に楽しめる遊具が多く楽しかった。 

 全盲なので、音が鳴るおもちゃがあるのがよかった。 

 今まで見たことない遊具が沢山あり、デザインや遊び方も多様でよかった。 

 1人で遊ぶ方が好きなので小さい遊具で自分のペースで遊べてよかった。 

 遊具間のスペースにゆとりがあってよかった。 

 肢体不自由の子も寝ながら遊べて喜んだ。 

 高さのある遊具がなかったので、ハラハラする場面が少なかった。 

 遊具の種類が多く、子どもがやりたいものを見つけられた。 

 音の出る遊具、回る遊具など気に入った遊具があった。 

 みんなで体を動かしながら遊べる遊具が多かった。 

 体が不自由な方にも楽しめる工夫が随所にあり、みんなで楽しめる場所だと思う。 

 遊具の説明を見ながらじっくり体験できた。 

 砂場を利用しにくい子もいると気付かされた。 

 

障がい者専用時間について 

 障害があるお子さん限定の時間帯だったので、保護者の方も理解ある人ばかりで、

のびのび遊ぶことができた。 

 障害児の時間が分かれていてとてもゆっくりと遊べた。 

 

「あまり楽しめなかった、楽しめなかった」の回答者の意見(n=16件) 

 

年齢について 

 小学校低学年～高学年が遊べるぐらいの遊具もあると有り難い。 

 小さい子向けが多く、高学年には少し物足りなかった。 

 ０歳～３歳の乳幼児が遊ぶ事ができる遊具が少なかったから。 

 

遊具について 

 体幹が弱いため、ちゃんと座れず、ふらふらするのが怖かった。 

 叩くと音が出る遊具は、力の弱い子どもには難しいようだった。 

 怖いと思った瞬間から、遊ばなくなってしまった。 
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・障がいの有無や年代にかかわらず、「ユニバーサルブランコ」、「ウェーブワーム」、

「オムニスピナー」が誰でも遊べる遊具として上位を占めた。 

・年代別では、「ウェーブワーム」が低年齢の年代に好評、「オムニスピナー」が 

高年齢の年代に好評となる傾向が見られた。 

 

■障がいのある子を同伴した家族（ｸﾞﾙｰﾌﾟ）   ■その他の家族（ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47%

8%

7%

15%

6%

14%

13%

1%

38%

27%

16%

4%

38%

14%

10%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾌﾞﾗﾝｺ

パネル遊具

ゆらゆらネット

くるくるテラス

もくもくステージ

サウンドコンビ

カバくん

マッシュルームハウス

ウェーブワーム

トリオビーク

もしもしジャングル

ドラムフラワー

オムニスピナー

ﾂｲﾝｻﾝﾄﾞﾎﾞｳﾙﾃｰﾌﾞﾙ

コージードーム

無回答

60%

5%

7%

21%

7%

12%

8%

3%

39%

27%

11%

5%

38%

12%

11%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾌﾞﾗﾝｺ

パネル遊具

ゆらゆらネット

くるくるテラス

もくもくステージ

サウンドコンビ

カバくん

マッシュルームハウス

ウェーブワーム

トリオビーク

もしもしジャングル

ドラムフラワー

オムニスピナー

ﾂｲﾝｻﾝﾄﾞﾎﾞｳﾙﾃｰﾌﾞﾙ

コージードーム

無回答

問7.誰もが遊べる遊具として、よいと感じた遊具を保護者目線で最大3つ選び、遊具 

番号をご記入ください。 

n=129 n=848 

■年代別 

3歳未満 3～6歳 小学1～3年 小学4～6年 中学生 高校生

ユニバーサルブランコ 41% 53% 53% 52% 54% 29%

パネル遊具 12% 4% 3% 6% 0% 0%

ゆらゆらネット 8% 6% 6% 5% 0% 0%

くるくるテラス 12% 15% 20% 29% 46% 14%

もくもくステージ 6% 7% 8% 4% 0% 0%

サウンドコンビ 19% 10% 8% 11% 8% 14%

カバくん 16% 13% 6% 4% 0% 0%

マッシュルームハウス 1% 2% 1% 5% 0% 0%

ウェーブワーム 44% 38% 35% 27% 31% 14%

トリオビーク 20% 31% 35% 31% 23% 0%

もしもしジャングル 9% 18% 19% 6% 8% 0%

ドラムフラワー 6% 3% 3% 4% 8% 0%

オムニスピナー 38% 43% 45% 51% 54% 0%

ﾂｲﾝｻﾝﾄﾞﾎﾞｳﾙﾃｰﾌﾞﾙ 14% 13% 9% 12% 8% 0%

コージードーム 11% 8% 7% 6% 8% 0%

無回答

回答者数 479 711 254 83 13 7

障がいのある子全 体
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問７の自由回答 (その遊具を良いと思った理由、工夫されていると感じたこと) 

 

①ユニバーサルブランコについて 

 座るところがネットになっていて掴みやすい。 
 自立して座れない子も楽しく一緒に遊べそう。 
 座面が大きいので、好きな体勢で乗ることができた。 
 親子で一緒に座れるので、ブランコ苦手な子どもでも安
心して遊ぶ事ができる。 

 

②パネルコンビについて 

 手が届きやすく、簡単に遊べた。 
 低く作られていた。車椅子でも楽しめそう。 
 感覚遊びの要素が散りばめられていた。 
 １歳でも楽しく遊べた。 

 

③ゆらゆらネットについて 

 低くて安全だった。 
 安全性に配慮されていたから安心して見ていられた。 
 大きくなっても遊べる。 
 小さな子でも安心して遊べる。 

 

④くるくるテラスについて 

 走り回れる、考えて遊べる、協力して遊べていた。 
 複数人で遊べるのがよい。 
 遊具に直接注意事項が書いてあるのがとてもよかった。 
 高さが低めなので、安心して遊ばせることができた。 

 

⑤もくもくステージについて 

 形が独創的で今までの遊具の概念から少し離れていた。 
 怪我しにくそうな工夫がされていると思った。 
 車椅子の方でも利用できそう。 
 他にない遊具で楽しかった。 
 

⑥サウンドコンビについて 

 複数人でも一人でも遊べる。 
 音が出る遊具はあまりないのでよかった。 
 考えて遊べる。 
 車椅子の人でも楽しく遊べるよう工夫されていた。 
 

⑦カバくんについて 

 デザインがかわいい。 
 なかなか普段の遊具ではない形。 
 口の中に臓器の説明の絵があるのが面白い。 
 中に入りやすい。 

 

 

 

 

n=201(回答者数)
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⑧マッシュルームハウスについて 

 囲われていると安心できるようだった。 
 子ども１人でも楽しく遊べそう。 
 安全面がよかった。 
 

 

⑨ウェーブワームについて 

 保護者参加でいっしょに遊べるのでよかった。 
 車椅子や足の不自由な子も一緒に遊べると感じた。 
 腕の力を使う遊具はぶら下がる系ばかりなので珍しい。 
 どちらからも滑れて高さも低めなので見ていて安心。 
 

⑩トリオビークについて 

 縦方向に遊べる遊具がなかなかないから。 
 見たことのない遊具でよかった。 
 ３人で遊べるので楽しい。 
 全員参加出来るので目を離さない仕組みができている。 

 

⑪もしもしジャングルについて 

 視覚でも楽しめて、筋力も使った。 
 考えて遊べる。 
 遠くの人の声が聞こえるのが面白い。 
 ジャングルジムとして、形が珍しくて面白かった。 
 

⑫ドラムフラワーについて 

 音の出る遊具で、他の子どもと一緒に遊べる。 
 車椅子の方でも利用できそう。 
 そこまで力をいれなくても音が鳴るから。 
 

 

⑬オムニスピナーについて 

 車椅子から移りやすい。 
 遊具が低くて広いため、安心して遊べる。 
 年代の違う子どもたちが複数でも遊べていた。 
 友達との関わりが必須でコミュニケーション力が上がる。 
 

⑭ツインサンドボウルテーブルについて 

 長い時間座る事が難しい子も遊びやすい。 
 車椅子の子でも遊べるような砂場になっている。 
 見ている親も楽。 
 

 

⑮コージードームについて 

 隠れたり、登ったり色々遊べた。 
 囲われていると安心できる様子だった。 
 中に入りやすい。 
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・子ども同士で協力する遊具、車椅子に乗ったまま遊べる遊具のほか、障がいの

ある子とない子が自然とコミュニケーションがとれる遊具などの要望があった。 

・体験会に設置した遊具への改善点、要望のほか、順番待ちが分かりやすい、頭

を使って遊べる、木登り、トンネル系など様々な遊具についてのご提案をいた

だいた。 

 

 

体験会の遊具について 

 ウェーブワームは健常児の我が子は楽しんでいたが、障がいのあるお子さんには

少し危険（立って転ばないか心配）。 

 砂場がもう少し広いとよい。さらに一段低い段があると小さい子も遊びやすい。 

 回転遊具は取っ手があったら回しやすいと思った。 

 回転遊具は、肢体不自由の子と知的障害の子が一緒に乗るなら、保護者がよく見

てあげないと危ないと思った。 

 音のある遊具は、もう少し音が大きい方が楽しそうと感じた。 

 トリオビークは、裏側に子どもが入ると危ないと思った。 

 もくもくステージは、もっと広く、柔らかくした方がよい。 

 もしもしジャングルはパイプ部分に保護材あった方が良いと感じた。 

 全体的に身体接触部が固い印象だった。身体を自分で動かせない対象者にとって

は痛みにつながってしまう。 

 大きすぎず、小さすぎずよかった。 

 

遊具の対象年齢について 

 ３歳以下の子ども向けの遊具もあると嬉しい。 

 兄弟が年上なのでもう少し対象年齢が上の遊具もほしい。 

 障害のある子には体格が大きい子もいるため、大人も一緒に遊べる対象年齢が高

い遊具がほしい。 

 

大人数で遊べる遊具 

 子ども同士で協力できたり、親も一緒に遊べたり参加できる遊具。 

 

障害者・介助者が楽しめる遊具 

 車椅子に乗ったまま、くぐって遊べる遊具。 

 障がいがある子とない子が自然とコミュニケーションをとり、一緒に遊ぶ遊具。 

 介助者も楽に援助できる工夫があれば良いと思った。回転遊具はかなり腰が痛く

なった。  

問8.誰もが遊べる遊具として、「こんな工夫が欲しい」、「ほかに、こんな遊具がよい」 

というご要望があれば教えてください。(自由回答) 

n=240(回答者数)
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安全面・素材に配慮した遊具 

 想定外の遊び方をしても安全な工夫。 

 砂場の砂は口に入れても安全な素材だと安心して遊べそう。 

 叩いて音が出る遊具はもう少し柔らかい方がよい。 

 安全に遊ぶため、遊具の周囲に安全マットなどがあるとよい。 

 触った感触などが楽しい遊具。 

 夏でも熱くならない遊具。 

 

利用面に配慮した遊具 

 ブランコなど人気の遊具は、数、種類が多いと嬉しい。 

 並ぶのが分かりやすい、順番が自然に守れる遊具。 

 障害児への配慮の仕方やインクルーシブ公園の意味を大きく掲示する。 

 終わりの合図的なタイマーがほしいです。 

 

具体的な遊具の要望 

 チャレンジしていけるような仕組みがあると出来た時に達成感がある。 

 アスレチック系の遊具。 

 頭を使って遊べる遊具。 

 体をいっぱい使える遊具。 

 もう少し難しい遊具。 

 安全かつスリリングな遊具。 

 大きい子向けの大型遊具がたくさんあるとよい。 

 ロッククライミング。 

 大きな滑り台、長いすべり台。 

 ふわふわドームなど麻溝公園にない遊具がほしい。 

 安全にジャンプできる遊具。 

 水遊びができる所。 

 足で踏むと音が出るような遊具。 

 階段昇降遊具や登り棒、バランス感覚が養えるような遊具。 

 木登りの遊具。 

 トンネル系が子どもは喜ぶ。 

 秘密基地のような空間の遊具。 
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2.3 今後の広場整備への要望 

 

 

 

 

・障がいのある子の家族は「年齢に応じた遊具」、その他の家族は「子ども同士交

流しやすい遊具」を一番に求めており、優先するものが異なる傾向がみられた。 

・自由回答では、「視覚でも楽しめる遊具」「屋根のある遊び場」「順番まちが分か

りやすい工夫」などを求める意見もあった。 

 

■障がいのある子を同伴した家族（ｸﾞﾙｰﾌﾟ）    ■その他の家族（ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

問９の自由回答 (誰もが遊べる遊具広場に設置する遊具に求めることや意見) 
 

遊具について 

 安全第一の中にも多くの楽しみ、体の動きがあるもの。 

 兄弟で公園に来るので、様々な年齢に対応していると助かる。 

 色々な人と遊んで、人間関係を育むのが公園での遊びの良さだと思う。 

 肢体不自由の子が遊べる遊具は限られているので、複数台設置してほしい。 

 自分のペースで楽しく自由に遊べる広場。 

 動物や色、形、見て分かりやすいものだと視覚も楽しめる。 

 子どもが特定の遊具に集中しないような配置を考慮してほしい。 

 

施設について 

 雨や暑い日などでも遊べるように屋根の下に遊具がほしい。 

 

運営について 

 順番待ちが分かりやすいと、トラブルにならずに遊べると思う。 

 

24%

21%

44%

49%

60%

24%

26%

2%

0% 20% 40% 60% 80%

子ども同士で交流しやす

い遊具があること

一人で集中して遊べる遊

具があること

様々な難易度の遊具があ

ること

遊具の数や種類が豊富で

あること

安全に遊べるように年齢

に応じた遊具があること

様々な障害の子どもが遊

べる遊具があること

複数人で同時に遊べる大

型の複合遊具があること

無回答

52%

27%

30%

47%

40%

23%

28%

4%

0% 20% 40% 60% 80%

子ども同士で交流しやすい

遊具があること

一人で集中して遊べる遊具

があること

様々な難易度の遊具があ

ること

遊具の数や種類が豊富で

あること

安全に遊べるように年齢に

応じた遊具があること

様々な障害の子どもが遊

べる遊具があること

複数人で同時に遊べる大

型の複合遊具があること

無回答

問9.「誰もが遊べる遊具広場」に設置する遊具について求めることを教えてください。 

最大３つお選びください。(選択制) 

n=129 n=848
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・障がいの有無にかかわらず、上位５位までは同じであった。 

・２位以降で求めている割合は異なり、障がいのある子を同伴した家族は、「揺れ

る遊び」「跳ねる遊び」を強く求めている。 

・自由回答では、「指先の発達を促す遊具」も求めている意見があった。 

 

■障がいのある子を同伴した家族（ｸﾞﾙｰﾌﾟ）   ■その他の家族（ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10の自由回答 (誰もが遊べる遊具広場に求める遊びの要素やその他の遊び) 
 

遊びの要素について 

 すべり台が色々な形があるとよい。人気なので複数あってもよい。 

 飛ぶ、回る、揺れるなどの大きい動きができる遊具。 

 砂場やパネル遊具のように指先の発達を促す遊具。 

 飛んだり跳ねたり登ったりする遊びは必要だと思う。 

 砂遊びは子供が好きなので良いと思う。 

 水遊びは何人でも遊べ、年齢も問わないため、是非作ってほしい。 

 どの年齢でも安全に遊べる遊具があればいいなと思う。 

 様々な年齢層の子が一緒に遊べるものがよい。 

 自分で考えて遊ぶ。様々な遊び方ができるもの。 

 他の子どもと遊べることが要素として加味されていることが大事だと思う。 

 小さな公園には無い遊具があるとまた来たいと思える。 

 

専用時間について 

 障害児専用の時間帯があると嬉しい。 

  

75%

70%

35%

65%

25%

15%

0%

5%

20%

5%

10%

10%

50%

15%

10%

5%

0

0% 20%40%60%80%100%

すべる遊び

揺れる遊び

回る遊び

跳ねる遊び

登る遊び

投げる遊び

走る遊び

砂遊び

音を楽しむ遊び

さわって楽しむ遊び

形を楽しむ遊び

静かな空間で落ち着く遊び

水遊び

自然と触れ合う遊び

ごっこ遊び

伝統的な集団遊び

無回答

71%

32%

36%

37%

26%

11%

7%

18%

31%

12%

10%

6%

41%

19%

13%

10%

2%

0% 20%40%60%80%100%

すべる遊び

揺れる遊び

回る遊び

跳ねる遊び

登る遊び

投げる遊び

走る遊び

砂遊び

音を楽しむ遊び

さわって楽しむ遊び

形を楽しむ遊び

静かな空間で落ち着く遊び

水遊び

自然と触れ合う遊び

ごっこ遊び

伝統的な集団遊び

無回答

問10.「誰もが遊べる遊具広場」に求める遊びの要素を教えてください。 

最大5つお選びください。(選択制) 

n=20n=253

（お詫び） WEBアンケートの不具合により、本設問のデータの一部が集計に反映できていません。お詫び申し上げます。 
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・障がいの有無にかかわらず、「怪我をしにくい柔らかい舗装」を求めている。 

・障がいのある子を同伴した家族では「外周柵」、「バリアフリートイレ」、「遊び

場のルール表示」の要望が上位となっている。 

・その他の家族では「見通し」、「屋根のある休憩所」の要望が上位となっている。 

・自由回答には、樹木やスタッフによる見守りについての意見などがあった。 

 

■障がいのある子を同伴した家族（ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他の家族（ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

 

  

問11.「誰もが遊べる遊具広場」の整備で遊具以外に配慮して欲しいことを教えて 

ください。最大5つお選びください。 

n=129

n=848
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問11の自由回答 (誰もが遊べる遊具広場で、遊具以外に配慮して欲しいことや意見) 

 

遊び場の整備について 

 トイレ、オムツ替えスペース、手洗い場などが近くにあると助かる。 

 よく転ぶので、広場舗装をゴムチップ、芝生などの柔らかいものにしてほしい。 

 夏の日差しが辛いので涼める場所がほしい。 

 障がいのある子どもたちはうまく体温調節ができないため、各遊具の近くに屋根

のある休憩場所があると助かる。 

 ベビーカーやバギー置き場も配慮してほしい。 

 囲われているところがありがたい。 

 シートやテントが置けるようなフリースペースがあるとよい。 

 樹木が多いと蚊が多く発生して困る。 

 見通しがよいと安心できる。 

 

周辺施設整備について 

 手洗い場、親同伴で入れるトイレが複数あると助かる。 

 オムツ替え、着替えスペースがほしい。 

 水分補給が出来るところを整備してほしい。 

 

情報提供について 

 WEBサイトに遊び場などについて詳しく書いてほしい。 

 障害がある子も多く利用する場所であることを周知していただけると、心理的に

安心して利用できる。 

 

運営面について 

 休日だけでも、ルールを伝える警備員を配置してほしい。 

 危険な使い方をする児童が一定数いるため、時々スタッフが見回りをして注意し

てほしい。 

 スタッフを配置すると親の目が緩くなる恐れがあるので、最低限でよい。 

 見守りの体制と声掛けがあると安心できる。 

 家族でいった際、少し手伝いをしていただけると助かる。 

 

 

  

n=64(回答者数)
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遊具について 

 暑い時に遊具が熱くて使えないことがあるので、遊具の材質を考えてほしい。 

 身体を動かすことが楽しいと思える遊具があるとよい。 

 今回の体験会の遊具は肢体不自由・重度の子どもには不向きだった。重い障がい

のある子も楽しめる遊具が設置されることを願う。 

 

遊び場整備について 

 障害のある子もない子も平等に遊べるインクルーシブな場所になるとよい。 

 是非作ってください。多様な子どもたちが一緒に遊べる場所は大切だと思う。 

 いっぱい作って欲しい。障害のある子だけが遊べる場所は屋内など限られている

ので、外で遊ぶ場所も提供してほしい。 

 車椅子に乗る家族みんなが遊べる公園がほしい。 

 大きい子と小さい子がきちんと別れてケガのない配慮のある施設がほしい。 

 定期的に設備の点検、広場の清掃を実施し、キレイに安全に使えるように配慮し

てほしい。 

 

周辺施設整備について 

 休憩場所にゴロンと寝転がれるスペースなどもあるとよい。 

 

運用面について 

 ユニバーサル遊具がある公園は最近多いが、障害児の専用時間がないと遊ぶのは

難しい。 

 体験会での「専用時間」がとても良かった。 

 

感想ほか 

 発達障害があり、あまり人の多い公園で遊ばせてあげるのが難しいので、このよ

うな場がもっとできてほしい。 

 このような体験会に参加したのは初めてだった。意見を伝えられる場を設けてい

ただけて、嬉しかった。 

 よい取り組みとだと思う。障害があるお子さんと触れ合うことは社会を知り理解

を促す助けになると思う。 

 今回体験して、障がいがある児童も全員同じ遊具で遊べるのはとてもよい取り組

みだと思った。 

 今回スタッフの方々と色々話ができてよかった。作り手の気持ちや、遊び手の気

持ちが共有して皆が楽しめる公園が増えたらと思う。 

 

問12.その他、「誰もが遊べる遊具広場」の整備について、ご意見がありましたら 

ご自由に回答ください。 

n=63(回答者数)
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第３章 遊具人気投票結果 

体験会で遊んだ子どもたちに、楽しかった遊具に１人３つシールを貼ってもらいました。 

・「ユニバーサルブランコ」が706票を獲得して一番人気となり、次に、「ウェーブ 

ワーム」、「オムニスピナー」、「トリオビーク」が続いた。 

・ブランコや回転系遊具など動きのあるもの、キャラクター遊具が人気であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=4811

ユニバーサルブランコ ウェーブワーム オムニスピナー トリオビーク カバくん 

くるくるテラス もしもしジャングル サウンドコンビ コージードーム もくもくステージ 

ツインサンド 
ボウルテーブル 

パネル遊具 ゆらゆらネット ドラムフラワー マッシュルームハウス 
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■年代別 

・「ユニバーサルブランコ」、「オムニスピナー」、「コージードーム」は幅広い年代に

人気となっている。 

・３歳未満に人気の遊具は、「ウェーブワーム」、「カバくん」、「くるくるテラス」と

なっている。 

・３歳～未就学児に人気の遊具は、「もしもしジャングル」、「サウンドコンビ」とな

っている。 

・小学生 4～6年と中学生以上に人気の遊具は、「トリオビーク」、「もくもくステー

ジ」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



県立相模原公園「だれもが一緒に遊べる遊具の体験会」アンケート結果 

23 

第４章 アンケート結果のまとめ 

 

■体験会の感想、意見 

(1) 満足度 

回答者の97％が体験会に「満足」との結果であった。同伴のお子さんも、障がいの有無に

かかわらず、９割以上の子が楽しんでいたとの回答をいただいた。「夢中になって遊んでいた」

「一生で一回の笑顔だった」「複数人と一緒に楽しめた」などの好評や、「遊具間のスペース

にゆとりがあった」「障がい児専用時間が良かった」など運営に対する好評もいただいた。 

一方で、対象年齢が３歳～６歳の遊具が多かったため、３歳未満のお子さんや小学校高学

年以上のお子さんは楽しみづらかったとの意見もいただいた。 

 

(2) 体験会の遊具について 

障がいの有無や年代にかかわらず、「ユニバーサルブランコ」が誰でも遊べる遊具として、

いちばん人気があり、「座面がネット素材のため掴みやすい」、「体幹が弱い幼児や車いすの子

でも乗れる」、「親子で乗れる」といった意見が挙げられていた。 

また、「設置されている遊具は全体的に接触部分が固く、肢体不自由の子には痛みに繋がる」

など、障がい当事者ではないと気付けない意見もいただいた。 

 

(3) 誰もが遊べる遊具への要望 

「子ども同士で協力する遊具」や「車いすに乗ったまま遊べる遊具」、「障がいのある子も

ない子もコミュニケーションがとれる遊具」などの要望をいただいた。 

また、その他、体験会に設置した遊具の改善や、順番待ちが分かりやすい、頭を使って遊

べる、木登り、トンネル系など様々な遊具についてのご提案をいただいた。 

 

■今後の広場整備への要望 

(1) 遊具について 

「誰もが遊べる遊具広場」に求める遊具は、障がいのある子を同伴した家族（グループ）

とその他の家族で優先度が異なる傾向があり、障がいのある子を同伴した家族（グループ）

は、「年齢に応じた遊具」、その他の家族は「交流しやすい遊具」を一番に求めていた。 

求める遊びの要素は、障がいの有無にかかわらず、上位５位（滑る、揺れる、回る、跳ね

る、水遊び）までは同じ結果となった。 

自由意見では、「指先の発達を促す遊具」、「視覚でも楽しめる遊具」など個別の遊具につい

ての意見や、「自分のペースで遊べる広場」、「特定の遊具に集中しないような配置」、「障がい

児専用時間」など、遊び場へのご意見もいただいた。 

 

(2) 遊具以外の施設について 

障がいの有無にかかわらず、「怪我をしにくい柔らかい舗装」を求めており、その他、「遊

び場の見通し」、「見守りのための外周柵」、「バリアフリートイレ」、「遊び場のルール表示」、

「スタッフによる見守り」など、安心して利用できるための施設整備を求めていた。 
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■その他自由意見 

今回計画している「誰もが遊べる遊具広場」について数多くのご意見をいただき、「障がい

がある子もない子も平等に遊べるインクルーシブな遊び場にしてほしい」、「多様な子どもた

ちが一緒に遊べる場所は大切」というような障がいのある子もない子も一緒に遊べる場に期

待感を示すご意見をいただいた。 

一方で、今回の体験会では「障がいのある子の専用時間」を設け、より多くの方に遊具を

体験いただいたが、「障がい児の専用時間が無いと遊ぶのは難しい」、「障がい児専用時間があ

ったからのびのび遊べた」など、通常時でも「専用時間」を求める意見もみられた。 

その他、「今回スタッフの方々と色々お話ができてよかった」、「意見を伝えられる場を設け

ていただけて嬉しかった」との評価もいただいた。 

 

■体験遊具の人気投票 

お子さんに気に入った遊具にシールを貼ってもらった結果、「ユニバーサルブランコ」が一

番人気の遊具であった。 

次いで人気な遊具は「ウェーブワーム」「オムニスピナー」「トリオビーク」となった。 

 

■まとめ 

体験会に参加したほとんどの家族（グループ）に、アンケートにご協力いただき、各設問

の自由意見欄に多数のご意見、ご感想をいただくなど、子どもの遊び場への関心の高さが感

じられた。 

今回のアンケートでは、障がいのある子とない子が一緒に遊ぶ中で多くの方からご満足い

ただき、楽しんでいただけたとの回答が得られたことから、お互いを知る機会や周囲の協力、

理解があれば一緒に楽しめることが把握できた。 

誰もが遊べる遊具広場の整備についてお伺いしたところ、障がいの有無に関わらず、すべ

る、揺れるなどの遊びの要素や怪我をしにくい舗装などへの要望があった。 

また、障がいのある子特有の事情への配慮として、体幹が弱い子に対応した遊具の設置や

バリアフリートイレの充実など、施設に関する要望に加え、見守りや専用時間の設定など、

運営時の配慮を求める声があることが分かった。 
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